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研究成果の概要（和文）： 
日本語母語話者及び日本語学習者を対象として，言語の理解（インプット）と産出（アウトプ
ット）の処理過程と，理解と産出を通してどのように学習が進行するのかを探った．経験を通
して神経回路網の結びつきが変化するという作業仮説に基づいて，行動実験，視線計測実験，
事象関連電位計測実験を実施し，言語の処理及び学習には，言語的な手がかりによる意味推論
と，入力される統語情報と意味情報を逐次的に処理することで得られる予測の両者が，密接に
関わっていることを明らかにした． 
研究成果の概要（英文）： 
This study investigated into the process of comprehension (input) and production (output) 
of language as well as language learning through input/output processing by native 
Japanese speakers and Japanese language learners. Adopting the working hypothesis that 
neural networks are shaped through experience, we conducted behavioral, eye-tracking, 
and event-related potential experiments. We found that semantic inferences based on 
linguistic cues and forward predictions obtained by incremental processing of 
syntactic/semantic information play crucial roles in the processing and learning of 
language.   
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１．研究開始当初の背景 
人間の言語をめぐる重要な謎の一つに，母
語・非母語を問わず，学習者に対して文法規
則や語彙概念に関する明示的な教示が与えら
れなくても，周囲とのコミュニケーションの
営みを通して自発的に獲得／学習が進行する

ことが挙げられる．近年になって, このよう
な「教示によらない学習」の謎を解明するた
めに，関連領域である言語学，心理学，とり
わけ脳科学の発展を通して，有力なアプロー
チが成立した．脳科学の観点からみた学習と
は，周囲の環境から加えられた刺激によって

機関番号：１５４０１ 

研究種目：基盤研究（Ｂ） 

研究期間：２００８〜２０１０ 

課題番号：２０３２００６０ 

研究課題名（和文） インプット・アウトプットの処理を通した言語学習の 

 認知神経メカニズム 

研究課題名（英文） Neurocognitive Mechanisms for Language Learning  

                    through Input-Output Processing 

研究代表者  

酒井 弘（SAKAI HIROMU） 

広島大学・大学院教育学研究科・教授 

 研究者番号：５０２７４０３０ 



脳の神経回路網に変化が生じることである．
そこで周囲とのコミュニケーションを通した
自発的な言語の獲得／学習も，言語表現の理
解（インプット）と産出（アウトプット）処
理によって神経回路網に変化が生じることだ
という考えが成り立つ．しかし現時点では，
脳科学的なアプローチによる学習過程の研究
は，感覚刺激の処理を中心とした低次脳機能
の範囲に限定され，言語など高次脳機能の領
域には及んでいない．逆に言語学的アプロー
チによる習得過程の研究では，実験的に統制
されたインプット・アウトプットを処理させ，
それによって生じる学習効果を測定しようと
する試みはまだ数少ない．  
 
２．研究の目的 
このような背景を踏まえて，本研究では成人
日本語母語話者，成人非母語話者（非母語と
しての日本語学習者），日本語を習得する過程
にある幼児の三つのグループを対象に，言語
の理解と産出の処理過程そのものと，処理を
繰り返すことによって生じる変化とを，読文
時間の計測，視線計測，事象関連電位計測な
ど複数の方法を用いて多角的かつ詳細に検討
する．これによって，言語処理を通して学習
者の言語能力にどのような変化が生じるか，
どのような要素が，どのようなタイミングで，
どのような認知神経メカニズムを基盤として
学習されるのかを明らかにするために，手が
かりとなるデータを得る． 
 
３．研究の方法 
（１）統語構造の理解と産出を通した学習過
程を探るために，「統語的プライミング」と呼
ばれる現象に注目する．統語的プライミング
とは，一定の構造を持つ文の処理が連続して
行われることによって，後続する文の処理負
荷が軽減される現象である．たとえば受動文
は能動文と比べて処理負荷が高いが，受動文
を繰り返し処理することによって処理負荷を
減少させることができる．受動文・かきまぜ
文（非正規語順文）などの処理負荷が高い構
造を材料として，インプット／アウトプット
を繰り返すことで負荷が減少する過程を追い
ながら，学習効果がどの程度持続するかを測
定することで，処理を通して統語構造の学習
がどのように進行するかを解明する．さらに
「視覚世界パラダイム」と呼ばれる方法を用
いて，話者の視線を計測することで，文産出
の過程の詳細を探ることを試みる． 
（２）語彙に関しては，動詞の語彙概念及び
アスペクトの学習に注目し，統語的・形態的
手がかりによる「ブートストラッピング（立
ち上げ）」効果に関する実験を実施する．現実
世界における出来事は，明確な時間的区切り
のないまま進行して行くが，動詞語彙概念を
獲得するためには，動詞が出来事のどの局面

を語彙化しているか（語彙的アスペクト）を
推測しなければならない．そのため母語話者
は学習に際して，さまざまな統語的・形態的
手がかりを有効に活用していることが知られ
ている．一方非母語話者（学習者）や母語話
者幼児の場合，学習レベルや発達段階に応じ
て，有効に活用できる手がかりの種類が限ら
れることも報告されている．どのような統語
的・形態的手がかりが有効なのか，有効な手
がかりを活用することで，動詞語彙概念及び
アスペクトがどの程度まで明示的な教示なし
で学習可能なのかを明らかにする．  
（３）研究計画の中心となる（１）及び（２）
の方法に加えて，言語処理の過程を明らかに
することを目的とした関連するいくつかの実
験を実施する．まず，意味情報の処理と学習
の過程を明らかにするために，アスペクト情
報に注目し，読文時間計測と事象関連電位計
測によって日本語母語話者及び学習者の処理
過程を多角的に検討する．次に，読文時間の
計測とコーパス調査を通して，日本語関係節
の処理過程に対して格助詞を中心とする予測
や，使用頻度の影響を探る．最後に，日本語
とトルコ語を材料に，語順が文の理解過程に
及ぼす影響を，読文時間及び事象関連電位の
計測を通して明らかにする． 
 
４．研究成果 
【実験研究によって得られた成果】 
（１）日本語受動文を材料とし，語彙や意味
を十分に統制した上で統語的プライミグ効果
を探る行動実験を実施した結果，日本語の文
産出時にも，英語等の言語で観察されたもの
と同様な統語的プライミング効果が観察され
ることがわかった．さらに結果から，近年の
文産出研究において提案されているように，
メッセージ構築と音声化の間に文法機能の付
与と要素の線形配列という２つのステップを
設定するモデルが支持されることがわかった． 
 続いて文産出時の統語構造構築過程をより
詳細に探るために，「視覚世界パラダイム」に
よる視線計測実験を実施した．アイトラッカ
ー（Tobii T60）を使用して，コンピュータ画
面に呈示された線画を母語話者が口頭で描写
する際の視線を計測したところ，線画の呈示
後約 200ms でメッセージの構築に相当する
視線の動きが観察され，続いて 600ms 前後
から発話順序に対応した視線の動きが観察さ
れた．この結果は，文産出時のメッセージ構
築と文構造構築の過程が順次的に進行すると
する先行研究の報告を裏付けるものであった． 
（２）成人日本語母語話者及び中国語を母語
とする日本語学習者を対象として，動詞語彙
概念がどのように学習されるのか，新奇動詞
を用いた実験によって検討した．実験結果か
ら，日本語母語話者と学習者はともに格助詞
を学習の手がかりとして動詞と語彙概念を対



応づけることができること，しかし手がかり
がない場合の対応づけは，母語話者と学習者
の間で異なる傾向が見られることがわかった． 
（３）日本語母語話者及び中国語を母語とす
る日本語学習者の文理解過程におけるアスペ
クト情報処理について，読文時間計測実験を
通して検討した．母語話者は文中の副詞や数
量詞，動詞の持つアスペクト情報に敏感に反
応し，逐次的に処理を開始していることがわ
かった．一方学習者は，アスペクト情報を活
用した処理を実施してはいるものの．処理パ
ターンに大きな相違がみられたため，活用の
仕方が母語話者とは異なっているであろうこ
とが示唆された． 
（４）研究遂行を通して，母語話者の言語処
理過程においては，入力する統語情報や意味
情報を逐次的に処理して得られる予測が大き
な役割を果たしていることが示唆された．そ
こで発展的な研究課題として，日本語母語話
者の関係節処理過程に影響を及ぼす影響につ
いて，コーパスにおける使用頻度調査と読文
時間計測実験を実施して検討した．結果とし
て日本語の関係節処理には，英語関係節を対
象とした先行研究で指摘されてきた構造的要
因よりも，格助詞に基づく予測が深く関わっ
ていることがわかった．同じく英語を対象と
した研究で指摘されている使用頻度の影響は，
一見すると，日本語においては関係節間の処
理負荷の相違を説明できないような結果が得
られた．しかし名詞句の有生性を考慮に入れ
て細かく検討することによって，やはり出現
頻度によって処理負荷を説明できる可能性が
あることがわかった． 
（５）さらに発展的研究課題として，日本語
及びトルコ語の文理解における語順及び格助
詞の処理過程を検討した．両言語の三項動詞
を含む文に対して，読文時間計測実験と事象
関連電位計測実験を実施した．読文時間計測
実験の結果から，トルコ語においても日本語
においても，好まれる語順が名詞句の有生性
に応じて異なることがわかった．さらに日本
語を材料に，ニ格名詞句とヲ格名詞句を無生
名詞句に統制して事象関連電位を計測した結
果，ニ格＞ヲ格語順のヲ格名詞句を読む際に，
左半球前頭部に有意な陰性成分が観察された．
この結果は，ヲ格＞ニ格語順が規範的である
ことを示唆するものであり，このことからも，
名詞句の有生性を手がかりとした予測が語順
の処理と深く関わることが示された． 
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